令和6年度特定非営利活動に係る事業報告
特定非営利活動法人　風

1． 事業実施の成果

コロナも収束しご利用も少しずつ増えたが、冬にコロナとインフルエンザが蔓延しキャンセルや休みも多く、報酬改定があったにもかかわらず今年度も風・だいち共に運営は厳しいものがあった。特に行動援護においての長時間支援の単価が切り下げられたのは知的障害児者の生活の現状が理解されていないようで残念でした。
「だいち」では水曜も開所し週5日から週6日と開所日を増やしたが、職員の確保が困難なためできる範囲で児童を受け入れた。6年度は3名の新入学生を迎え1名の卒業生、途中退所者が4名。
今年度も常時ホームページに活動の様子等を掲載したり、BCP（事業継続計画）やだいちの支援計画など新たに義務化された情報も掲載して情報開示に努めました。
○ヘルパー事業

＜居宅介護・行動援護・同行援護・移動支援＞
ご本人が希望される場所に外出し活動するヘルパー事業（行動援護・同行支援・移動支援）は、ご本人の余暇の充実・ストレスの軽減だけでなく、保護者の就労や介護負担軽減につながっている。
現在契約していただいている59名のうち児童は3名のみで、ほとんどの利用者が成人。平日は15：00以降、休日は一日通してのご利用希望がほとんど。
ヘルパー不足（募集をしても応募がない）やご自宅送迎ができない（運転できるヘルパーが少ない）などの理由でご希望通りの支援ができない事も昨年より多くなっている。
居宅介護（ご自宅での支援や通院介助）は障害特性や保護者の事情等により昨年度より少し増。。
外出先の主な行先は、キボールや動物公園、図書館等の公共施設、成田ゆめ牧場、あらかわ遊園、鉄道博物館、すみだ水族館、科学技術館航空科学博物館、ロマンスカーミュージアム、プール、カラオケ近隣の公園等。
利用比率は、全体としては前年度比１．２％減だが、行動援護300時間減、移動支援256時間増とそれぞれ増減幅が大きい。
＜タイムケアサービス＞
例年通りヘルパーの対象とならない長時間の車利用時間が主でしたが、その他に退院のお手伝い等を実施した。利用比率は、前年度比減　7％増
＜送迎サービス（福祉有償運送）＞
　ヘルパーを利用して外出される方で送迎を希望される方に風の車両を使っての送迎サービスを実施。安全運転と利用者さんの安全確保に努めながら送迎を実施し、事故なく1年を過ごすことができた。ご自宅以外での主な送迎先は印旛特別支援学校バス停、印旛郡通所施設（バスステーション含む）、千葉市内通所施設等及び市内外の公共施設等。
〇放課後等デイサービス
「だいち」今年度の利用者数は、9名。
4月に新規利用者が3名登録されました。（新小学1年3名）
11月に１名、12月に１名、3月に１名退所され、3月に１名卒業された。
今年度は、産業まつりやボッチャ大会、四街道駅のロータリーで開催された駅フェスには初参加、地域交流の幅を広げることができた。普段の活動の様子では見られない様々な反応がありましたが、実際の地域社会での体験を通してルールやマナーを学び、感覚やコミュニケーションの向上に繋がったのではないかと感じた。

＜外出活動＞
動物公園、ポートタワー、ヨッピーバス、きぼーる、千葉公園、カラオケ、くさぶえの丘等。

＜室内活動＞

定番のプロジェクターダンス、ボッチャ、ストラックアウト等のほかに、新しく「太鼓の達人」を取り入れた。太鼓をいちからみんなで制作し、手作りの愛着や満足感を感じながら、みなが活動に参加出来た。音楽に合わせて、太鼓を叩きリズム感を養いながら、気持ちの発散も行うことができた。
ボッチャやストラックアウトもみんな年々上達し、勝負で白熱する姿もみられた。繰り返し行う事で身体の協応性や協調性の育ちを感じることができた。
また、指先のトレーニングや集中力を高められる、キャップ落とし・ビーズ通し・シール貼り・プラ板作り等も行った。
子どもたちの好きなおやつ作りも沢山行った。（お好み焼き、焼きそばパン、クッキー、フレンチトースト、かき氷、フルーチェ、ポテトなど）衛生管理しながらアレルギーや偏食に気をつけて調理を行った。
＜季節行事＞
今年も毎月季節を感じられるように室内装飾などを作成。春は桜の花、初夏はアジサイや七夕飾り、秋にはお芋、クリスマスにステンドグラス風飾り冬には凧を作るなどして、季節の移り変わりを意識できるように努めた。
また夏休みにはプールで水遊びをしたり、夏祭りイベントとしてお神輿を作って担いで楽しんだ。
ハロウィンでは、それぞれ好きな衣装を着て毎日「わろうべの里」までパレードをし、魔女にお菓子をもらう。クリスマスにはサンタにプレゼントをもらったりケーキを食べたりしクリスマスを楽しんだ。節分は「おもちゃ図書館」から「バイキンマンと鬼のボール当て」を借りてきてゲームを行った。年賀状は今年もステンシルでつくり、ご自宅などに届くよう郵便局のポストに投函。今年は初詣にも出かけ子どもたちの健康と怪我の無いよう祈願した。
昨年同様に感染予防対策として職員のマスク装着と備品やおもちゃのアルコール消毒等を実施。

利用率は前年度比べ　7.7％増
○ＹＰＣレククラブ（Young Person’s Club）
千葉県発達障害の親の会（コスモ）の高校生以上のグループ（YPC）の会員と協働しての「レククラブ」（グループ外出支援）は、６年度は感染対策もしながら回数を増やすことができ、ランチパーティー（バイキング）とボーリング・横浜スカイダック・花やしき・横浜中華街・鉄道博物館と計5回の活動を実施。
毎年ランチパーティーの時などに皆さんに活動や行き先の希望を決めて計画をたてるのですが、活動内容や行き先によっては参加数が少ないのが悩ましいところです。延37名が利用。平均参加数4.4名
〇その他
・厚生労働省のWAMNETの「障害福祉サービス等事業所情報公表システム」を改訂し、公開ました。
・風の広報活動として「風のたより」を毎月発行しました。
・ホームページにだいちのガイドライン（保護者向けアンケート及事業自主点検）を公開しました。
・ホームページに風・だいちの活動のようすやBCPやだいち（放課後等デイサービス）のガイドラインや支援プラン等の情報公開を実施し、年間延べ3000名（前年より100名増）の方が閲覧されました。
・風・だいちの職員に向けて、BCP・権利擁護・虐待防止・身体拘束・施設見学・救急救命等の研修実施。
２．事業実施に関する事項

	事業名
	事業内容
	実施

日時
	実施場所
	従業者

人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額

(千円)

	　　障
　　害

　　福

　　祉

　　サ

　　｜

　　ビ

　　ス
	・居宅介護

（身体介護・家事援助・通院介助）

	随時
	主に、四街道市、千葉市
	原則として、１回１名、必要に応じては複数名派遣
	ヘルパー派遣を必要とする身体・知的障害児者等

延2１3名
	　　　２、７３７


	
	・同行援護
	随時
	主に、四街道市、千葉市
	原則として、１回１名、必要に応じては複数名派遣
	ヘルパー派遣を必要とする身体・知的障害児者等

延1７5名
	２、６９４

	
	・行動援護
	随時
	主に、四街道市、千葉市
	原則として、１回１名、必要に応じては複数名派遣
	ヘルパー派遣を必要とする身体・知的障害児者等

延794名
	２０，６２６

	
	・放課後等

デイサービス


	月～土

（水を除く）
	主に、四街道市、千葉市
	利用者数に応じて２名～５名
	デイサービスを希望する高校生以下の児童生徒　延1369名
	１６，３７７

	　地域

　生活

　支援

　事業
	・移動支援事業

	随時


	主に、四街道市、千葉市

	原則として、１回１名、必要に応じては複数名派遣
	ヘルパー派遣を必要とする身体障害児者、知的障害児者等

延　432名
	３，５４６


	タイムケア

サービス
	時間単位で利用者の希望に添った支援をおこなう。必要に応じ、一時預かりをする
	随時
	主に、四街道市、千葉市
	原則として、1回1名、必要に応じては複数名にて支援
	主に、一時預かりを必要とする身体障害児者、知的障害児者等延　38.5時間
	　　　　　８２


	YPC向け

グループ外出支援


	成人の軽度発達障害者の外出型グループ活動のサポート
	不定期
	千葉県内

コスモ会員（LD発達障害親の会）
	１名


	YPCに所属する高校生以上の方

延　37名


	　　　　　　０


	福祉有償運送（送迎サービス
	目的地までの送迎を行う
	随時
	主に、四街道市、千葉市
	登録者7名
必要に応じて派遣


	主に、送迎を希望する身体・知的障害児者等
延べ629名
	　　　　５９４
　　　


